
Public relations

清流と人が織りなす活力あるまち 2018

5月
号

川辺町のプロモーション
ビデオができました。
ドローンによる美し
い空撮や力強く
ボートを漕ぎ進め
ていく選手の映像
にご注目ください。
このQRコードから
アクセスできます。

蠅追男と獅子の舞



健
康
維
持
・

　
　体
力
維
持
の
た
め
　

　
　
生
を
楽
し
む
た
め
に
は
ど
う

　
　
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
趣
味
に
没
頭
す
る
」「
友
達
と

旅
行
に
行
く
」「
仕
事
で
成
功
す

る
」
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
は
、
健
康
で
体
力
に
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提

で
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
女
性
86

歳
超
、
男
性
80
歳
超
と
な
っ
て
い

る
現
在
、
健
康
な
身
体
を
維
持
す

る
こ
と
は
人
生
を
楽
し
く
送
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、

自
分
が
理
想
と
す
る
体
型
を
手
に

入
れ
る
事
で
、
よ
り
人
生
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。

　
今
月
号
で
は
、
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
配
備
さ
れ
た
川
辺
漕

艇
場
２
階
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
」
を
特
集
し
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
と
、
筋

骨
隆
々
の
男
性
が
自
ら
を
追
い
込

ん
で
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
上
げ
る

姿
を
想
像
さ
れ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
筋
力
ア
ッ

プ
の
為
に
重
い
ウ
エ
イ
ト
を
上
げ

る
と
い
う
事
も
目
的
の
一
つ
で
す

が
、「
ウ
エ
イ
ト
を
調
整
し
て
筋

力
の
維
持
・
減
退
を
目
的
と
す
る

も
の
」「
基
礎
代
謝
を
増
加
さ
せ

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
目
的
と
す
る
も

の
」
な
ど
目
的
に
応
じ
て
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り

　
　
　
　得
ら
れ
る
も
の

　
　
体
に
は
良
い
と
分
か
っ
て
い

　
　
て
も
、
な
か
な
か
行
動
に
は

移
せ
な
い
も
の
で
す
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
は
効
果
や
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

　
多
く
の
方
が
思
い
浮
か
べ
る
の

が
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
で
し
ょ
う
。

筋
肉
が
つ
く
こ
と
に
よ
り
基
礎
代

謝
が
上
が
り
、
体
を
動
か
さ
な
く

て
も
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
や
す
く

な
り
、
太
り
に
く
い
身
体
に
な
り

ま
す
。

②
姿
勢
・
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
の
向
上

　
痩
せ
て
い
る
だ
け
で
は
美
し
い

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
適
切
な
場
所
に
適
度
な
筋
肉

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
美
し
い
身
体
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

③
自
分
に
自
信
が
付
く

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
自
信
に
繋
が

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
や
り
遂

げ
た
達
成
感
や
体
付
き
が
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
自
己
肯
定
感

が
高
ま
り
、
自
信
や
余
裕
に
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
や
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

新
し
い
施
設
、

　
　
　新
し
い
機
器

　
　
艇
庫
は
平
成
24
年
度
に
建
築

　
　
さ
れ
冷
暖
房
完
備
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
は
平
成
28
年
度
に
整

備
さ
れ
た
も
の
で
、
柔
軟
性
を
養

う
機
器
も
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

施設を利用するには
申 込 先　Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜休館）
料　　金　1回につき200円
　（チケット5枚つづり1,000円で販売）
開 放 日　月・水・金・土曜日
開放時間　19:00 ～ 21:00
※利用前に「トレーニング機器利用講習会」
　を受講する必要があります。
※開放日の変更もあります。

　
利
用
し
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
に
出
場
し
て
も
準
決

勝
ま
で
行
け
な
か
っ
た
こ
と

が
悔
し
か
っ
た
た
め
で
す
。

実
際
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
て
か
ら
、
体
を
鍛
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
を
持
っ
た
仲
間
が
集

ま
る
場
所
で
精
神
的
に
も
充

実
し
た
日
々
を
送
れ
て
ま

す
。
自
分
が
変
わ
れ
る
き
っ

か
け
を
作
る
た
め
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
！

雰
囲
気
が
良
く
、

　親
切
な
仲
間
と
頑
張
れ
る
場
所
で
す

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
る
の
は

「
め
ん
ど
く
さ
い
」
誰
も
が
そ
う

思
い
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
時
は
ま

ず
１
カ
月
試
し
て
み
て
、
続
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
が
自
信
に

繋
が
り
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

し
く
は
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 【
問
】Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 

☎
53-

２
９
１
１

人

身

新

B&G 海洋センター職員
大江　俊吾

前島　雄樹さん（西栃井）

～自分が変われる場所がここにはある～
川辺漕艇場トレーニング機器の紹介

シーテッドロー
広背筋など、背中を鍛えられます

オリンピックスパインベンチ
上腕二頭筋など、上半身を鍛えられます

ワットバイク
有酸素運動で脂肪燃焼を促します

スミスマシン
大腿四頭筋など、下半身を鍛えられます

利用者の声

結果にコミット
　  しませんか？
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な
学
力
を
身
に
つ
け
る
」新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
学
校
の
在
り
方
も
模

索
し
て
い
く
時
期
で
す
。

③ 

西
小
建
設
50
年

　

川
辺
西
小
学
校
現
校
舎
は
建
設

後
50
年
過
ぎ
ま
し
た
。
あ
と
10
～

20
年
ほ
ど
で
建
て
替
え
が
迫
っ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
観
点
か
ら

小
学
校
の
将
来
を
見
定
め
る
よ
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と
考
え
、
平

成
28
年
度
か
ら『
川
辺
町
小
学
校

将
来
構
想
策
定
委
員
会
』が
発
足

し
、
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

（
委
員
会
の
内
容
は
2
0
1
7
・

11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

こ
れ
ま
で
の
歩
み

　

こ
の
委
員
会
は
、
2
年
間
で
計

9
回
の
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
が
、
主
に
次
の
よ
う
な
こ
と

を
話
題
に
し
て
き
ま
し
た
。

【
検
討
し
て
き
た
主
な
内
容
】

◦
小
学
校
は
、3
つ
の
ま
ま
が
よ
い
か
、

1
つ
に
し
て
い
く
の
が
よ
い
か
。

◦
統
合
し
た
場
合
と
し
な
い
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

◦
少
人
数
学
習

　

◦
ス
ポ
ー
ツ
や
合
唱

　

◦
い
じ
め
や
不
登
校

　

◦
ス
ク
ー
ル
バ
ス（
登
下
校
）

　

◦
教
職
員
の
数

◦
子
ど
も
達
に
と
っ
て
最
良
な
学

校
の
形
は
。

　

◦
小
中
一
貫
教
育

　

◦
義
務
教
育
学
校

◦
統
合
す
る
場
合
、
使
用
し
な
い

校
舎
の
活
用
は
。

　

ま
た
、
県
内
の
義
務
教
育
学
校

『
白
川
郷
学
園
』の
視
察
も
行
い

ま
し
た
。
白
川
郷
学
園
は
、
小
学

校
と
中
学
校
が
一
貫
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
学
年
の
呼
び
方
も『
1

年
生（
小
1
）』か
ら『
9
年
生（
中

3
）』と
な
って
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
大
き
な
9
年
生
の

子
た
ち
が
小
さ
な
1
年
生
の
世
話

を
し
、
と
も
に
遊
ぶ
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
小
さ
な
子
へ
の「
思
い
や

り
」と
大
き
な
子
た
ち
へ
の「
あ
こ

が
れ
」が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
、
小
学
校
・

こ
ど
も
園
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
く
説
明
会
も
、

全
11
回
行
っ
て
き
ま
し
た
。

《
開
催
場
所
と
参
加
人
数
》

月
日

場
所

参
加

人
数

６
３
第
３
こ
ど
も
園

110
名

５
第
２
こ
ど
も
園（
年
中
）
15
名

７
10
第
２
こ
ど
も
園（
年
少
）
14
名

８
19
中
央
公
民
館

20
名

26
比
久
見
公
民
館

10
名

９
２
北
部
公
民
館

18
名

11
20
第
２
こ
ど
も
園（
年
長
）
12
名

12
１
川
辺
東
小
学
校

10
名

１
川
辺
北
小
学
校

32
名

７
川
辺
西
小
学
校

80
名

15
第
１
こ
ど
も
園

26
名

　

合
計
す
る
と
、
の
べ
350
名
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ど
の
場
で
も
、
様
々

な
視
点
で
建
設
的
な
ご
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
提

言
に
も
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

川
辺
町
小
学
校  

将
来
構
想
に
つ
い
て
提
言
と
歩
み

将来構想策定委員会の様子

９年生の教室の看板

　

昨
年「
広
報
か
わ
べ
11
月
号
」

で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
、
川
辺

町
の
小
学
校
の
在
り
方
を
考
え

る『
川
辺
町
小
学
校
将
来
構
想
策

定
委
員
会
』か
ら
こ
の
た
び
、
川

辺
町
教
育
委
員
会
に
向
け
て
具

体
的
な『
提
言
』を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ま
で
の
歩
み
と

提
言
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

川
辺
町
小
学
校
の
将
来

　
　
　
　
　
構
想
の
背
景

　

こ
の
構
想
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
背
景
に
は
大
き
く
次
の
３
つ

の
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。

① 

少
子
化
の
加
速

　

川
辺
町
の
子
ど
も
の
数
は
減
少

し
続
け
、
ピ
ー
ク
時
の
お
よ
そ
半

分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

学
校
教
育
の
充
実

　

変
化
の
大
き
な
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
に「
真
に
楽
し
い
」「
確
か
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平
成
30
年
3
月
20
日（
火
）に
、

将
来
構
想
策
定
委
員
長
の
若
井
完

彦
氏
か
ら
、
上
記
の
提
言
書
が
川

辺
町
教
育
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
教
育
委
員
会
は
町
の
関

係
課
と
連
携
し
、
具
体
的
な
計
画

作
り
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
校
を
統
合
す
る
と
一
言
で

言
っ
て
も
、
そ
の
建
物
の
規
模
や

広
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
登
下
校
の
距

離
の
こ
と
や
ど
ん
な
特
色
の
あ
る

学
校
に
し
て
い
く
の
か
、
使
わ
な

く
な
る
施
設
は
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か
な
ど
、
考
え
る
ポ
イ
ン
ト

は
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
川
辺
町
の
中
央
部
に
学

校
を
建
設
す
る
と
し
た
場
合
、
半

径
４
km
内
の
児
童
が
す
べ
て
歩
い

て
登
校
で
き
る
か
と
言
え
ば
決
し

て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
は
、

ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
通
学
手
段

を
考
え
る
の
が
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
…
。

　

ま
た
、
学
校
建
設
と
い
う
観
点

だ
け
で
な
く
、
川
辺
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
よ
い
方
向
に

変
化
し
て
い
く
よ
う
に
、
様
々
な

角
度
か
ら
様
々
な
考
え
方
を
織
り

込
み
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
番
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
川
辺
町

に
住
む
一
人
一
人
の
子
ど
も
達
で

す
。
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
子
ど
も

達
が
、
よ
り
よ
い
学
び
の
機
会
を

得
て
、
地
域
の
愛
情
を
充
分
に
感

じ
な
が
ら
健
全
に
成
長
し
て
い
く

た
め
の
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
が

最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  【
問
】教
育
委
員
会  

53-

2
6
5
0

2
0
3
0
〜

2
0
3
3
年

を
め
ど
に
統
合
し
て

１
つ
に
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

1

地
域
や
保
護
者

が
寄
り
合
え
る

「
わ
が
ま
ち
学
校
」、
目

指
す
教
育
が
明
確
な

「
魅
力
あ
る
学
校
」づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
。

5
統
合
す
る
場

合
、
建
設
地

は
通
学
距
離
・
方
法
も

考
え
、
町
の
中
央
部
を

中
心
に
十
分
検
討
す
る

こ
と
。 6

統
合
す
る
場

合
、
建
設
地

は
現
敷
地
の
利
用
も

含
め
て
充
分
検
討
す

る
こ
と
。

7

３
校
↓
２
校

↓
１
校
と
段

階
は
踏
ま
ず
、
３
校

↓
１
校
と
す
る
の
が

合
理
的
で
あ
る
。

2
中
学
校
と
連

動
し
た
小
中

一
貫
校
や
義
務
教
育

学
校
を
研
究
し
、
目

指
す
方
向
を
明
確
に

す
る
こ
と
。

3
小
中
一
貫
校

や
義
務
教
育

学
校
の
在
り
方
は
、

「
施
設
一
体
型
」「
隣

接
」「
近
接
」等
を
検

討
す
る
こ
と
。

4

統
合
後
使
用

し
な
く
な
る

施
設
等
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
含
め
、

ま
ち
づ
く
り
に
有
効

活
用
す
る
こ
と
。

8
構
想
を
基
に

具
体
的
計
画

案
を
今
後
２
年
以
内
に

策
定
し
、
町
民
に
説
明

を
し
て
い
く
こ
と
。

9
統
合
実
現
に

は
様
々
な
課

題
が
予
想
さ
れ
る
が
、

町
民
の
声
に
十
分
耳

を
傾
け
、
理
解
や
合

意
を
得
る
こ
と
。

10
密
接
に
関
連

し
て
い
る
こ

ど
も
園
・
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
も
十
分

考
え
て
い
く
こ
と
。

11

小学校将来構想策定委員会による11の提言

教育委員会への提言

川辺町と半径４kmの円
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Zoom in KAWABE
ズームインかわべ 川辺のニュースにズームイン

まちの話題
乳幼児学級でぼたもちのふるまい
おいしいぼたもちをいただきます！

　乳幼児学級の閉級式に合わせ、川辺町食生活改善推
進協議会から手作りぼたもちのふるまいがありました。
毎年行われているぼたもちのふるまいは、若い方にも伝
統料理である「里芋入りぼたもち」を知って食べてもらうこ
とで関心を持ってもらうことを目的としており、今年は
100パック余り（１パック3個入り）を作りました。
　参加者からは「お米を使っているので健康的、レシピ
もあるのでおいしく作りたい」「家庭でもおやつの代わり
に作ってみたい」などの感想が寄せられました。

Zoo
m in全国高校選抜ボート大会出場

インターハイへの決意を力強く

　渡辺晃平くん（美濃加茂高校2年生 中川辺）が、3月24
日から静岡県で開催された「第29回全国高等学校選抜
ボート大会」ダブルスカルの部で8位入賞したため、役場
を訪れました。
　渡辺くんに今後の意気込みを伺うと、「インターハイで
は県内で1チームしか出場できないので、川辺漕艇場な
どで毎日練習して力を付けたい。選抜ボート大会で負け
た恵那高校に勝って、愛知県で行われるインターハイに
出場したい」と力強く語ってくれました。

（学年は、大会出場当時のものです）

Zoo
m in

町内各地で春祭りが開催
五穀豊穣や無病息災を願い、獅子の舞などが奉納され多くの観客で賑わいました

県神社　桶がわまつり（こじきまつり）　祭礼
　神の使いとされる物乞いにご馳走を振る舞うというお
祭りです。物乞いが登場すると見物人はお酒を振る舞っ
たり賽銭を渡していました。祭りのクライマックスでは物
乞いの前に、おひつに入った赤飯をかぶせ、それを見物
人が奪い合いました。（この赤飯には無病息災などのご
利益があるとされています）

諏訪神社　祭礼
　天候に恵まれ多くの観客が見守る中、面を付け太い縄
を肩にたすき掛けした拝翁と獅子が登場し、境内や土俵
を回りました。獅子は参拝者に悪さをしようとすると、
拝翁はそれを見つけていさめていました。また、大きな2
台のだんじりが境内に引かれると観客はその迫力に見
入っていました。

Zoo
m in

全国中学校選抜ボート大会出場
大会への意欲を語ってくれました

　坪内康平くん（川辺中２年生 上川辺）、馬場晃くん（同
校１年生 下吉田）、武市桃花さん（同校2年生 上川辺）が、
3月24日から福井県で開催された「第13回全国中学校選抜
ボート大会」への出場報告のため、役場を訪れました。
　3人に大会への意気込みやボートの思いを伺うと、坪内
くんは「結果がどうあれ全力で最後まで漕ぎ続けたい」、
馬場くんは「皆で漕ぎ方などアドバイスしながら練習し技
術を磨いている」、武市さんは「大切な大会なのでベスト
が出るよう漕ぐピッチを高め漕ぎきる」と語ってくれました。

（学年は、大会出場当時のものです）

Zoo
m in全国高校男子選抜大会出場

全国レベルと対等に戦いたい

　肥田忠くん（加茂高校１年生 比久見）、佐伯裕一郎くん（同
校１年生 比久見）、今井敬介くん（同校１年生 比久見）が、3
月17日から高知県で開催された「第36回全国高等学校男子ソ
フトボール選抜大会」の出場報告のため、役場を訪れました。
　3人にお話を伺うと、肥田くんは「プレーをしていた先輩
をかっこいいと感じた。自分も練習を重ね先輩に近づき
たい」、佐伯くんは「大会に出場できたことで全国のレベ
ルを知ることができた。練習に励み全国レベルの選手と
対等になりたい」、今井くんは「県大会では味わえないよう
なレベルの選手を見ることができ、今後の目標ができた」
と大会から得た事や今後の目標を語ってくれました。

（学年は、大会出場当時のものです）

Zoo
m in

山楠公園で自然を満喫
桜ぼっこ＆山ぼっこの開催

　4月7日と8日、山楠公園でお花見と軽登山を行うイベン
ト「桜ぼっこ＆山ぼっこ」が開催されました。コンセプト
は日なたぼっこで、川辺町在住のクリエーター団体（モノ
ボッコ）が公園内のせせらぎ広場に川床をイメージしたカ
フェスタンドを仮設し、コーヒーや軽食の販売をしました。
併せて、園内に登り口がある鬼飛山（おにとびやま）の軽
登山も行い、山頂からの眺望を満喫しました。

Zoo
m in大谷公園で芝桜900本を植栽

美しく咲く紫のじゅうたんを楽しみに

　4月12日、大谷公園で川辺ふるさと愛好会による芝桜
の植栽が行われました。今まで公園の法面の一部には芝
桜が植栽されておりましたが、この日は植栽されていない
法面に900本の芝桜が植樹されました。
　代表の渡辺芳孝さん（中川辺）にお話しを伺うと、「地面が
露出している場所に芝桜を植えて景観を良くすることで、少し
でも公園が憩いの場になればうれしい」と話してくれました。

Zoo
m in

写真左から：肥田忠くん、佐伯裕一郎くん、今井敬介くん 写真左から：坪内康平くん、馬場晃くん、武市桃花さん
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露出している場所に芝桜を植えて景観を良くすることで、少し
でも公園が憩いの場になればうれしい」と話してくれました。

Zoo
m in

写真左から：肥田忠くん、佐伯裕一郎くん、今井敬介くん 写真左から：坪内康平くん、馬場晃くん、武市桃花さん
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ズームインかわべ 川辺のニュースにズームイン

まちの話題Zoom in KAWABE

　4月1日、平成30年度川辺町消防団入退団式が川
辺中学校グラウンドで行われました。今年度は新た
に18名が入団し、総勢174名の消防団員で町の防災
にあたっていきます。
　式では平成29年度で退団される幹部、団員の業績
をたたえ記念品が手渡されるとともに、新入団員ら
に辞令が交付されました。

左から　伊藤弘康さん、馬場正典さん　
馬場大輔さん、坪内太郎さん、鈴木昭博さん

幹部退団者（経験者含む）のみなさん

新入団員のみなさん

ラッパ吹奏を披露するラッパ隊

幹部以外の退団者のみなさん

川辺中学校入学式
新たに69人が中学生の仲間入りしました

　4月9日、川辺中学校で入学式が行われました。
　今年度の新入生は69人で、「新入生入学認定」では担
任の先生から一人一人名前を呼ばれると「はい！」と元気
な声で返事をしました。
　佐藤光宏町長を始め、坂井伸生校長、前島雄樹PTA
会長からそれぞれ新入生へ激励の言葉などが話される
と、新入生は真剣な表情で聞き入っていました。
　その後の「新入生代表の言葉」では、藤井徳人くんが
中学生になったことの決意を力強く話しました。

Zoo
m in第１こども園で入園式

41人のお友達　おめでとうございます

　4月5日、第１こども園で入園式が行われ、新たに41人
が入園しました。
　新入園児は保護者と一緒に座り、長尾佳子園長、常
田竜太郎参事からお祝いの言葉をいただいた後、保育
教諭全員の紹介が行われました。
　その後、保育教諭による歓迎の出し物である「アンパ
ンマン」の人形劇が開かれると、園児たちはアンパンマン
の動きに合わせて「アンパンチ！」とアクションしたり、か
け声を出して楽しそうな表情を見せてくれるなど、和や
かな雰囲気の中でとり行われました。

Zoo
m in

寄付・寄贈・奉仕活動
【川　辺　町】　川辺ライオンズクラブ　　ボールペン50本
　　　　　　　寄贈いただいたボールペンは、献血協力者へ記念品としてお渡ししました。
　　　　　　　献血は命が救える身近なボランティアです。次回は9月11日（火）、保健センター前で行います。
　　　　　　　ぜひご協力ください。

写真右　同クラブ　石原利春　会長 献血車内の様子

【川辺町社会福祉協議会】　ユニー (株)“小さな善意で大きな愛の輪”運動
　　　　　　　　　　　　ピアゴ川辺店　店長　伊藤聖治　　8,135円
【ゆうゆう舎】　二股学子　　　1,450円 （敬称略）

平成30年度  川辺町消防団入退団式
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所　属 階級 氏　名

第1分団 分団長 坪内　太郎

第3分団 分団長 馬場　大輔

第2分団 副分
団長 鈴木　昭博

第3分団 副分
団長 馬場　正典

第1分団
1部 団員 鈴木　成仁

第2分団
1部

団員 伊藤　弘康

団員 小池　隆博

団員 平川　純也

団員 大矢　貴友

団員 久保　貴弘

第2分団
2部

班長 小川　　顕

班長 日下部恭兵

団員 井戸　裕章

第3分団
1部 団員 馬場　貴大

第3分団
2部

班長 長瀬　勝政

団員 岡安　　護

団員 佐伯　和哉

第4分団 団員 村瀬　将司

所　属 階級 氏　名

第1分団
1部

団 員 金森　祐樹

団 員 後藤　良太

第2分団
1部

団 員 小栗　素治

団 員 髙井　祐作

団 員 今井　央宜

団 員 纐纈　靖明

団 員 宮田　裕翔

第2分団
2部

団 員 重野　裕二

団 員 後藤　秀志

団 員 熊田　啓佑

団 員 櫻井　忠信

第3分団
1部

団 員 澤野　嘉啓

団 員 山口　侑兵

第3分団
2部

団 員 肥田　直樹

団 員 曽我　拓磨

団 員 大脇　　豊

団 員 小栗　佑亮

第4分団 団 員 村瀬　陽規

退団者　　　　　　　　　敬称略

階級は退団時のものです。

入団者　　　　　　　　　敬称略
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保健センターだより 川辺町の伝承料理
川辺町の伝承料理のレシピを紹介しています。現在、
若い世代に川辺町の伝承料理を引き継ごうと有志の
方で活動しています。ぜひ、ご家庭でもチャレンジ
してみてください。

い
わ
れ

～「田の神」料理～
田の神様は、恵比寿様と同居しておられます。
人々は苗 3 束をきれいに洗い、お正月にお供えした黒豆を使って黒
豆ごはんを炊き、お神酒と一緒にお供えして、その年の豊作を祈
願しました。（お供えした苗は次の日、田へ持って行き植えました。）

川辺町伝承料理保存会
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田の神様料理献立例
●黒豆ごはん　●田植えぼち 
●たけのことふきのごはん 材　料

●米 ３カップ
●黒豆 100g
●塩 少々

○次回予定　5/12 ㈯・6/9 ㈯
○時　　間　午前 9 時 30 分～　

若い方の参加も
お待ちしています。
初めての方でも気軽に
参加してください。
予約はいりません。

○場　　所　川辺町中央公民館　B1調理室
○持 ち 物　エプロン・三角巾

①といだ米に水を入れ30分くらい浸しておく
②黒豆を一晩水に浸しておく
③黒豆を芯がなくなるまで茹でる
④茹でた黒豆に塩をふっておく
⑤炊き上がったごはんに黒豆をのせる
⑥10分くらい蒸らし全体に混ぜる

黒豆ごはん

（4人分）

伝承料理
教　　室

作り方

材　料
●米 3 合
●たけのこ 150g
●ふき 100g
●人参 小さめ 1 本
●鶏肉 100g
●椎茸 2 枚
●油あげ 2 枚
●しょうゆ 60cc
●みりん 少々
●戻し汁 30cc
●砂糖 大さじ 3

たけのことふきのごはん
作り方

材　料
●米の粉 300g
●熱湯 300cc
●白玉粉 15g
●片栗粉 15g
●水 20g
●小豆 200g
●砂糖 180g
●塩 少々

田植えぼち
作り方

レシピ

①米の粉に砂糖、塩を少々入れて熱湯を
加えてよくこねる

②白玉粉と片栗粉を規定量の水でといて
おく

③①と②をよく混ぜて練る
④皮とあん（A）を15個に分けて包む
⑤朴葉、笹、みょうがの葉、サンキライ

の葉等で包んで 20 分くらい蒸す

※本人または届け出をされた方の希望により
掲載しています。（敬称略）

①といだ米に水を入れ 30 分
浸しておく

②干し椎茸は水で戻し、戻し
汁は捨てずに取っておく

③人参はささがきに切り、人
参以外の具材は適当な大き
さに切る

④鍋に油を少々入れて具材を
炒め、しょうゆなどの調味
料を加えて煮る

⑤ごはんが炊き終わったら、
戻し汁ごと入れて蒸らす

3月中の届け出

（A）

の
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か
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き
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ぼ
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③人参はささがきに切り、人
参以外の具材は適当な大き
さに切る

④鍋に油を少々入れて具材を
炒め、しょうゆなどの調味
料を加えて煮る

⑤ごはんが炊き終わったら、
戻し汁ごと入れて蒸らす

3月中の届け出

（A）

の
ど
か

た

た

き
は

ぼ

おめでた

人口と世帯

３月の異動

おくやみ

●出生

●結婚

（平成30年4月1日現在）

※届け出による掲載は、希望された方を紹介
していますので、異動の人数とは一致しな
い場合があります。

転　入	 42人
転　出	 72人
出　生	 10人
死　亡	 17人

人　口	 10,320人	（－36）
　男	 5,054人	（－15）
　女	 5,266人	（－21）
世帯数	 	3,845戸	（＋12）

（　）内は前月比

　川辺町では、食生活改善推進員を養成する栄養教室の受講者を募
集します。
　食生活改善推進員（略称：食改さん）は、「私たちの健康は私たちの
手で」を合言葉に、食を通じて健康づくりに取り組んでいるボランティア
です。地域における行事などを通じ、食生活の工夫による健康的な暮
らしを応援する活動を行っています。
　あなたも食を通じた健康づくりや地域でのボランティア活動をしてみま
せんか？
　「家族の健康のために食の勉強をしたい」「健康的な料理のレパート
リーを増やしたい」「ボランティアをしてみたい」という方、ぜひご参加くだ
さい。

対 象  川辺町在住で健康づくりに関心がある方
　　　　今後ボランティア活動に参加できる方
期 間  平成30年6月～平成31年1月
　　　　※詳細は下記のスケジュールを
　　　　　ご覧ください。
定 員  15人（先着順）
参加費  3,000円程度（テキスト代等）
会 場  川辺町保健センター
スケジュール  ※都合により日時が変更となる場合があります。

回 日　時 テーマおよび内容

1 6月21日（木）
9:30～12:00

開講式およびオリエンテーション
学習：健康日本21（第2次）と
　　　川辺町の健康づくり

2 7月19日（木）
9:30～12:30

学習：生活習慣病の概要と予防
調理：栄養バランスのよい食事

3 8月28日（火）
13:30～15:30

学習：こころとからだの健康づくり
　　　栄養の基礎知識と年代別食育

4 9～10月の指定日 実習：健康づくりと身体活動
　　　（運動教室への参加）

5 10月10日（水）
9:30～12:30

学習：口腔ケアについて
調理：子どもが喜ぶ食事

6 11月2日（金）
13:30～15:30 学習：食品衛生と食品表示

7 12月19日（水）
9:30～12:30

実習：献立作成
調理：健康的な簡単おやつ

8
平成31年

1月22日（火）
9:30～13:00

学習：食生活改善推進員とは
（川辺町食生活改善推進協議会の活動内容）
調理：テーマ別調理実習
反省会および修了式

申し込み方法  平成30年6月1日（金）までに下記までお申し込みく
ださい。

問い合わせ先  保健センター　℡53-2515

平成30年度
栄養教室受講者募集のお知らせ地　区 出生児 性別 保護者名

石 神 西田　啓人 ひろと 男 卓矢
石 神 　田　　樹 いつき 男 健司
比久見 宮脇　星空 かなた 男 星児
上川辺 土屋澄々叶 すずか 女 将隆
西栃井 竹田　歩叶 あゆと 男 将直
中川辺 遠藤　嵩大 しゅうた 男 浩人
中川辺 西村　咲良 さくら 女 博之

地　区 亡くなられた方 年齢 性別 世帯主
上川辺 佐伯　豊子 90 女 本人
下川辺 室田　久司 55 男 美和
石 神 村山さち子 79 女 昇
下川辺 櫻井ナミエ 83 女 省三
中川辺 加納　五男 85 男 本人
鹿 塩 井戸　　實 87 男 本人
比久見 黒岩多勇子 91 女 貴美男
石 神 平岡　秋義 66 男 公司
中川辺 土屋　幹雄 83 男 本人

地　区 氏　名 お相手の方
出　身 氏　名

中 野 栗本　啓子 下呂市 安江　大樹
上川辺 富松　智洋 河内長野市 藤原久美子
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インフォメーション
KAWABE ＆ OTHER TOPICS

KAWABE ＆ OTHER TOPICS

5月の税
軽自動車税
国民健康保険税　2期

納付は便利な
口座振替で

65 歳以上の方の 介護保険料を改定します
　このたび、2018（平成30）年度から2020（平成32）年度までの『川辺町第7期介護保険事業計画』を策定し、65歳以上の方
（第1号被保険者）の介護保険料の見直しを行いました。
2018（平成30）年度から2020（平成32）年度の介護保険料が決まりました
　今後、高齢化の進展に伴う介護サービス利用者の増加により、介護給付費が伸びていくことが予測されますが、介
護給付費準備基金の活用により、基準月額4,800円（年額57,600円）に決定しました。

2017（平成29）年度までの基準月額（年額）
5,500円（66,000円） ➡ 2018（平成30）年度からの基準月額（年額）

4,800円（57,600円）
2018（平成30）年度の段階別介護保険料
　介護保険料は基準月額を基準とし、前年の収入、所得の状況によって金額が変わります。

〈介護保険料の計算方法〉　　基準月額　　　 収入に応じた負担割合
　　　　　　　　　　　　　4,800円　×　（ 0.45　〜　1.70 ）　×　12月　=　年間保険料額

区　分 対　象　者 負担割合 基準月額（年額）

第1段階 住
民
税
世
帯
非
課
税

生活保護を受給している人、老齢福祉年金を受けている人、または世帯全員が町
民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人

基準額
×0.45

2,160円
（25,920円）

第2段階 世帯全員が町民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が 80万円を超え、120万円以下の人

基準額
×0.75

3,600円
（43,200円）

第3段階 世帯全員が町民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が120万円超の人

基準額
×0.75

3,600円
（43,200円）

第4段階

住
民
税
世
帯
課
税

本人が町民税非課税であるが、世帯の中に町民税課税者がおり、本人の
課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人

基準額
×0.90

4,320円
（51,840円）

第５段階 本人が町民税非課税であるが、世帯の中に町民税課税者がおり、本人の
課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円超の人 基準額 4,800円

（57,600円）

第６段階 本人が町民税課税で合計所得金額が120万円未満の人 基準額
×1.20

5,760円
（69,120円）

第７段階 本人が町民税課税で合計所得金額が120万円以上200万円未満の人 基準額
×1.30

6,240円
（74,880円）

第８段階 本人が町民税課税で合計所得金額が200万円以上300万円未満の人 基準額
×1.50

7,200円
（86,400円）

第９段階 本人が町民税課税で合計所得金額が300万円以上の人 基準額
×1.70

8,160円
（97,920円）

※第１段階の負担割合、基準月額（年額）は、公費による保険料軽減後の割合、額を記載しております。
【問】住民課　☎53-2513

平成30年度定例行政相談のご案内
　行政相談委員が皆さんからの行政等に対する要望
や意見を伺い、相談を受け付けます。
　相談は無料で秘密は守られますので、お気軽にご相
談ください。（相談は定例相談日以外でも受け付けます）
　　 6月12日（火）10時〜12時　　  川辺町役場　
　　10月26日（金）10時〜12時　　  やすらぎの家
　　11月21日（水） 9時〜11時30分 やすらぎの家

（町の心配ごと相談合同開催）
　　 2月 6日（水）10時〜12時　　  やすらぎの家　　　　

　　　【問】総務課　☎53-2511

 子育て支援員研修のご案内
　岐阜県では平成27年度から毎年、子育て支援員研修を開催して
います。子どもに関わる仕事に携わりたいと考えてみえる方、子育て
支援員研修を受講してみませんか。県内において、保育や子育て支
援分野に従事することを希望する方ならどなたでも受講できます（受講
費用は無料、研修資料代は別途徴収する場合があります）。受講申
込みや日程の詳細については、県公式ホームページにおいて5月下旬
から掲載予定です。ご希望の方、興味のある方は研修案内をぜひ
ご覧ください。
　岐阜県ホームページhttp://www.pref.gifu.lg.jp/index.html　
「平成30年度子育て支援員研修」で検索
【問】岐阜県子育て支援課　☎058-272-1111（内線2684）
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清流の国ぎふ推進補助金について
　岐阜県清流の国ぎふ推進補助金は、県が地域の自立的発展を支援するために交付される補助金です。平成29年度は、「町
民スポーツ振興事業」に33万円の補助を受けました。漕艇場艇庫に設置したトレーニング機器を活用した講習会の実施により、利
用者の体力増強や健康増進を図るとともに、ボート競技の中心的役割を担う川辺漕艇場の利用促進とPRをすることができました。

【問】総務課　☎53-2511

情報公開・個人情報保護・行政不服審査制度
　この制度の目的は、町が保有する公文書の開示を求める権利、自己に関する個人情報の開示を請求する権利等を明らかにするものです。
　町の情報公開条例第18条、個人情報保護条例第38条には毎年度、公文書及び個人情報の開示の実施状況等を公表すること
が義務づけられています。
　平成29年度の実施状況は次のとおりです。
平成29年度情報公開制度の実施状況

請求件数（①～③）の合計 開示件数① 部分開示件数② 非開示件数③
1 1 0 0

平成29年度個人情報保護制度の実施状況
※平成29年度は該当ありませんでした。

　また、今年度「川辺町情報公開審査会委員」及び「川辺町個人情報保護審査会委員」に次の方々が就任されました。委
員の任期は平成30年4月1日から平成32年3月31日までです。（敬称略）
　平井　治彦（再任）可児市　　　朝日　暢昭（再任）中川辺　　　髙井　　守（再任）比久見
　渡邉みち子（新任）中川辺　　　岩井　孝典（新任）中川辺

【問】総務課　☎53-2511

川辺町小規模事業者施設等整備補助金制度のご案内

　町内事業者の振興や活性化のために、町内の小規模事業者や町内で新たに創業される方が、町内の事業所など（店舗・
事務所・工場など）の改修や新築を町内施工業者に依頼して行う場合に、予算の範囲内においてその費用の一部に対して
補助金を交付する制度で、改修に伴い一体となって機能を果たす備品の購入も対象とします。
　対象者、対象工事、提出書類などの詳細につきましては、町ホームページをご覧いただくか、直接お問い合わせください。
また、本制度をご利用される場合は、事前に産業環境課へご相談ください。

■助成額

【問】産業環境課　☎53-7212

1.工事費
○新規創業の場合
　100万円（工事および備品含む）を限度額として、　　
　工事費の3分の2に相当する額（千円未満切り捨て）
※新規創業は、事業転換や経営の多角化を除きます。
○新規創業以外の場合
　50万円（工事および備品含む）を限度額として、
　工事費の2分の1に相当する額（千円未満切り捨て）

2.備品購入費（備品のみの購入は対象外）
○事業所などの改修工事を伴い一体となって機能を果たす
もので、購入金額の合計が10万円以上（消費税含む）
で、3分の1に相当する額（千円未満切り捨て）を補助します。
（備品とは1品1万円（消費税除く）以上のものをいいます）
※申請は各事業所および事業者につき一回限りとし
ます。

「三日里親（みっかさとおや）」を募集します
①三日里親

とは　
　県内の児童養護施設に生活している子どもたちの中で、夏期の帰省時に帰省先（家庭）のない子どもや家庭の事
情で帰省できない子どもを民間ボランティアに三日間預かっていただき、子ども達が温かい家庭の雰囲気を体
験できるよう、岐阜県が岐阜県里親連合会の協力を得て行う事業です。

②委託期間　平成30年8月4日（土）〜8月6日（月）

③申込方法
及び申込先

　三日里親に応募される方は、「三日里親申込書」に所定の事項をご記入の上、川辺町役場住民課へ提出して
ください。（「三日里親申込書」は住民課にあります。）

④申込期間　平成30年6月1日（金）〜6月15日（金）

⑤委託決定
通知　

　三日里親として決定した方には、平成30年7月6日（金）までに県子ども相談センターから「子ども委託通知
書」を発送します。

【問】住民課（☎53-2513 ）または、中濃子ども相談センター（☎25-3111 ）
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～心からの感謝を申し上げます～

　平成 29 年度も「ふるさと川辺応援寄付金（ふるさと納税）」に対し、全国の皆様から以下のとおり多数のご
寄付をいただきました。心からの感謝を申し上げます。また、平成 28 年度のご寄付について、次のように活用
しましたので、報告します。
　平成 29 年 4 月から平成 30 年 3 月までの寄付件数、寄付金額は
次のとおりです。
　平成 28 年度にご寄付いただきました寄付金 282,847,000 円につきまして、平成 29 年度事業として寄付者様の
意向に添いまして以下の事業に活用しました。

プロジェクト名 事業内容 寄付金額
新たな活力をおこす
まちづくり

大谷山登山道の休憩施設（東屋）建築の
費用として活用しました。気軽に軽登
山を楽しめる山として、近年人気のス
ポットになっており、訪れる方がゆっ
くりと散策できるようになりました。

52,691,000円主な活用事業名等
大谷山休憩施設
整備事業など

プロジェクト名 事業内容 寄付金額
美しく安らぎのある
まちづくり

地域の防災を担う消防団の活動経費など
に活用しました。消防団員の活動環境の
整備、団員の確保により、地域の安心・
安全を確保することができました。 75,270,000円主な活用事業名等

消防団活動経費など

プロジェクト名 事業内容 寄付金額
誰もが安心して
暮らせるまちづくり

平成29年度から運営を開始した「おおぞ
ら教室」での児童発達支援事業に活用し
ました。子どもの発達に心配を抱える
保護者を支援するための療育指導の実
施により、子どもたちと保護者が安心
して活動を行うことができました。

74,000,000円主な活用事業名等
児童発達支援事業など

プロジェクト名 事業内容 寄付金額
みんなで学び合う
まちづくり

老朽化した給食センター厨房施設の改
修工事費用として活用しました。これ
により、子どもたちへ安全で安心な学
校給食を提供することができました。 67,056,000円主な活用事業名等

給食センター施設
設備維持修繕費など

プロジェクト名 事業内容 寄付金額
快適に暮らすことが
できるまちづくり

公園環境の維持費用として活用しまし
た。これにより、桜の季節のぼんぼり
の設置、トイレの管理、危険箇所の修
繕などを行うことができ、来園者が安
心して快適に公園を利用することがで
きました。

13,830,000円主な活用事業名等
公園施設管理経費など

　平成 29 年度に納付いただきました寄付金につきましては、平成 30 年度以降の事業に活用するため「川辺町
まちづくり基金」に積み立てしました。具体的な事業が決まりましたら改めてご報告いたします。

　平成 29 年度にご寄付をいただきました方の内、氏名の公表に同意をいただきました方につきましては、公表
の準備ができ次第、当町ホームページにおいて公表させていただきます。

ふるさと川辺応援寄付金（ふるさと納税）の状況について報告します

寄付件数 10,795 件

寄付金額 276,145,119 円

寄付件数
10,795 件

寄付金額
276,145,119 円

川辺町
まちづくり基金

※平成30年度以降の
事業に活用します

積み立て

（問）総務課53-2511
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川 辺 町 の

子育て 支援ページ 5･6月の行事

教育委員会 ☎53-2650
保健センター ☎53-2515
児童館 ☎53-4451
子育て支援センター ☎53-4388

乳幼児対象行事　10:30 ～
 5月 8日 (火) ふれあい広場
    （ブレーメンと遊ぼう）
  17日 （木） お弁当の日
  21日 （月） おもちゃの広場
  28日 （月） 発育測定（10:00～）

小学生対象行事　13:30 ～
 5月 12日 （土） 工作の日
    (母の日プレゼント作り)
  19日 （土） なかまあそびの日
  26日 （土） 読みきかせの日
 6月 9日 （土） 児童館まつり

児童館・子育て支援センタ－児童館・子育て支援センタ－

《第1５回　児童館まつり》《第1５回　児童館まつり》

 5月 11日 (金) 開級式 （3歳児学級）
  15日 （火） 開級式 （2歳児学級)
  22日 （火) 開級式 （0-1歳児学級）
 6月 1日 （金） ベビーサイン （0-1歳児学級） 
  8日 （金) 子育て講話 （2･3歳児学級）
　

乳 幼 児 学 級乳 幼 児 学 級

6月９日(土)　　
いろんな遊びが楽しめる、
こどものための児童館まつりを開催します。
　〔場所〕川辺町児童館
　〔時間〕10:00 ～ 12:00
　　　　13:00 ～ 15:00
詳しくは「児童館だより6月号」をご覧ください。

〈ボランティア募集中!!〉

　親のぬくもりを感じながら優れた本に接し、
一緒に共感し合うひとときは、子どもの感性
や心を豊かにする貴重な時間になります。
　食事の時間のように「本の時間」を設けるなど工夫して、
少ない時間でもいいから毎日本を読み聞かせたり、親子
で一緒に図書館へ行く、読み聞かせ会に参加するなど、
小さい頃から本に親しむ環境づくりを心がけましょう。
　ただし、早くから難しい本を読ませるのは子どもの心
にストレスを与え、かえって本嫌いにさせかねないので、
控えましょう。　

（家庭教育手帳ドキドキ子育て・文部科学省発行より）

「いちばんすてきな本は、
　　お父さん･お母さんの声で読む本だ。」 『たまごのあかちゃん』

　文：かんざわとしこ
　絵：やぎゅうげんいちろう

「たまごのなかで  かくれんぼしてるあかちゃんはだあれ？」
小さなたまご、大きなたまご、いったい誰がかく
れているのかな。

　シンプルな繰り返しは、1歳児にもわかりやすい
お話。ページをめくる前に、「だれかな、だれかな～」
などと声をかけてから読んであげると子どもの期
待も高まります。　　　　　　　　

おすすめ絵本の紹介

みんなであそぼう！みんなであそぼう！

おはなし会　公民館図書室おはなし会　公民館図書室
こぐまちゃんの会　　（0-3歳未満児向け）
5月24日（木）10:30 ～
楽しい手遊びや絵本の読みきかせをします。
ぜひ、お出かけください。

育児相談　保健センター育児相談　保健センター
5月15日(火)・6月12日(火)9:30 ～保健センター
で受付、保健師と管理栄養士が相談に応じます。

園庭開放　こども園で遊ぼう!園庭開放　こども園で遊ぼう!
10:00～ 11:30(第1・第3) 10:00～ 11:00(第2)
第1こども園　5月17日･24日･31日　6月  7日
第2こども園　5月  2日･16日･30日　6月  6日
第3こども園　5月14日･28日　　　  6月11日

子どもたちの最新の様子をすぐに見ることができます。　
http://saas01.netcommos.net/kyoikukawabe/htdocs/　

川辺町教育ポータルサイト川辺町教育ポータルサイト
こども園～中学まで

一時保育のご案内一時保育のご案内
保護者の疾病、冠婚葬祭、またはリフレッシュな
どの理由から、就学前のお子さんを一時的にお預
かりする制度です。
第3こども園でお預かりします。
利用時間　月曜日～金曜日　8:30 ～ 16:30
　　　　　土曜日　　　　　8:30 ～ 12:30
詳しくは第3こども園まで　TEL 53-4578
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新たに職員となった方に
抱負を聞きました新規採用職員の紹介

町
長
の
机
か
ら

第
一
九
八
回

from the
Mayor’s
Desk

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

あ
め

雨
に
も
負
け
ず

　風
に
も
負
け
ず

　雪
に
も
夏
の
暑
さ
に
も

　負
け
ぬ

丈
夫
な
体
を
も
ち

　欲
は
無
く

　決
し
て
怒
ら
ず

い
つ
も
静
か
に
笑
っ
て
い
る

一
日
に
玄
米
四
合
と

　味
噌
と
少
し
の
野
菜
を
食
べ

あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

　自
分
を
勘
定
に
入
れ
ず
に

よ
く
見
聞
き
し
分
か
り

　そ
し
て
忘
れ
ず

野
原
の
松
の
林
の
陰
の

　小
さ
な
萱
ぶ
き
の
小
屋
に
い
て

東
に
病
気
の
子
供
あ
れ
ば

　行
っ
て
看
病
し
て
や
り

西
に
疲
れ
た
母
あ
れ
ば

　行
っ
て
そ
の
稲
の
束
を
負
い

南
に
死
に
そ
う
な
人
あ
れ
ば

　行
っ
て
怖
が
ら
な
く
て
も
い
い
と
言
い

北
に
喧
嘩
や
訴
訟
が
あ
れ
ば

　つ
ま
ら
な
い
か
ら
や
め
ろ
と
言
い

日
照
り
の
時
は
涙
を
流
し

　寒
さ
の
夏
は
お
ろ
お
ろ
歩
き

み
ん
な
に
で
く
の
ぼ
ー
と
呼
ば
れ

　褒
め
ら
れ
も
せ
ず

　苦
に
も
さ
れ
ず

そ
う
い
う
も
の
に

　わ
た
し
は

　な
り
た
い

　
宮
沢
賢
治
の
有
名
な
詩
「
雨
ニ
モ
マ

ケ
ズ
」
で
す
。
こ
の
詩
を
３
歳
か
ら
の

子
ど
も
た
ち
が
、
す
ら
す
ら
と
暗
唱
す

る
と
し
た
ら
驚
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
実

は
川
辺
町
第
３
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち

が
、
そ
れ
を
す
る
の
で
す
。

　
川
辺
町
第
３
こ
ど
も
園
は
、
町
立
こ

ど
も
園
で
は
あ
り
ま
す
が
、
管
理
運
営

を
社
会
福
祉
法
人
　「
上
米
田
福
祉
会
」

に
指
定
管
理
委
託
す
る
特
殊
な
形
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。
園
で
は
、
腰
骨
を
立

て
る
「
立
腰
」
教
育
と
と
も
に
、
全
園

児
に
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
暗
唱
を
課

し
て
お
り
、
入
園
式
、
卒
園
式
な
ど
折

に
触
れ
て
披
露
し
て
い
ま
す
。
雨
に
も

負
け
ず
、
風
に
も
負
け
ず
登
園
し
、
丈

夫
な
芯
の
通
っ
た
子
供
を
育
て
た
い
と

い
う
教
育
方
針
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

素
直
な
子
供
た
ち
は
、
意
味
も
分
か
ら

ず
に
大
き
な
声
で
唱
和
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
記
憶
が
や
が
て
彼
ら
の
大
き

な
心
の
糧
に
な
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
川
辺
町
長
　
佐
藤
光
宏

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

あ
め

あ
め

じ
ょ
う
ぶ

よ
く

な

け
っ

い
か

か
ら
だ

し
ず

わ
ら

い
ち
に
ち

げ
ん
ま
い
よ
ん
ご
う

み

　そ

す
こ

や  

さ
い

た

じ 

ぶ
ん

い

か
ん
じ
ょ
う

み

　き

わ

わ
す

の 

は
ら

ま
つ

か
げ

ち
い

か
や

こ

　や

は
や
し

ひ
が
し

び
ょ
う
き

こ  

ど
も

い

か
ん
び
ょ
う

に
し

つ
か

は
は

い

い
ね

た
ば

お

み
な
み

し

ひ
と

い

こ
わ

い

き
た

け
ん 

か

そ
し
ょ
う

い

ひ

　で

り
つ
よ
う

こ
し
ぼ
ね

と
き

な
が

さ
む

な
つ

あ
る

な
み
だ

よ

ほ

く

ま

か
ぜ

ま

ゆ
き

な
つ

あ
つ

ま

宮
沢

　賢
治

基
盤
整
備
課
　
佐
光  

塁

１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
独
り

立
ち
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
第
一

に
考
え
た
仕
事
を
し
た
い

総
務
課
　
西
口  

恭
子

町
民
の
皆
さ
ん
を
第
一
に
考
え
た

仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
早
く
仕
事

を
覚
え
て
い
き
た
い

産
業
環
境
課
　
各
務  

宇
良
々

町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
、
任
せ
ら
れ
た
仕
事
を
頑

張
り
た
い

基
盤
整
備
課
　
杉
山  

大
吾

町
民
の
皆
さ
ん
を
第
一
に
考
え
る
、

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
仕
事
を
し
た
い

住
民
課
　
石
原  

佑
紀

町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
も
ら

い
、
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い

第
１
こ
ど
も
園
　
澤
野  

み
な
み

常
に
こ
ど
も
た
ち
の
目
線
に
立
っ

た
先
生
に
な
り
た
い

税
務
課
　
白
村  

武
士

は
く
む
ら

さ
わ  

の

い
し
は
らす

ぎ
や
ま

だ
い 

ご

ゆ  

き

か
か
む

に
し
ぐ
ち

さ  

こ
う

る
い

き
ょ
う
こ

う
　
ら
　
ら

た
け
る

長
所
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
を
生
か
し
、

親
し
み
の
あ
る
職
員
に
な
り
た
い
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16
水

心
配

ご
と

相
談（

役
場

）
9:0

0～
11

:30

17
木

18
金

19
土

資
源

回
収（

北
小

）

20
日

資
源

回
収（

東
小

）

21
月

22
火

健
康

相
談（

保
健

セ
ン

タ
ー

）
10

:00
～

11
:00

命
を

守
る

訓
練（

北
小

）
陶

器
類

・
ガ

レ
キ

類

23
水

ペ
ット

ボト
ル

24
木

ペ
ット

ボト
ル

25
金

ふ
れ

あ
い

参
観（

第
1こ

ど
も

園
）

容
器

包
装

プ
ラ（

朝
8:0

0ま
で

に
）

26
土

資
源

回
収

予
備

日（
北

小
）

27
日

町
消

防
操

法
大

会
（

中
学

校
グ

ラ
ウ

ンド
）

資
源

回
収

予
備

日（
東

小
）

28
月

宿
泊

研
修（

中
2年

）

日
に
ち

行
事
・
相
談

学
校
・
こ
ど
も
園

ご
み
収
集

燃
え
る
ご
み（
毎
週
月
・
木
）

５ 月

29
火

宿
泊

研
修（

中
2年

）

30
水

宿
泊

研
修（

中
2年

）
児

童
引

き
渡

し
訓

練（
第

1こ
ど

も
園

・
西

小
）

31
木

健
康

相
談（

や
す

ら
ぎ

の
家

）
10

:30
～

11
:30

児
童

引
き

渡
し

訓
練（

第
2こ

ど
も

園
・

北
小

）

６ 月

1
金

2
土

ふ
れ

あ
い

参
観

日（
第

3こ
ど

も
園

）
資

源
回

収（
西

小
）

3
日

加
茂

郡
体

育
大

会
（

会
場

:七
宗

町
）

資
源

回
収

予
備

日（
西

小
）

4
月

ほ
の

ぼ
の

懇
談

会（
第

2こ
ど

も
園

）

5
火

ガ
ラ

ス
・

資
源

ビ
ン

・
粗

大
ご

み

6
水

修
学

旅
行（

中
3年

）

7
木

健
康

相
談（

保
健

セ
ン

タ
ー

）
13

:00
～

14
:00

修
学

旅
行（

中
3年

）

8
金

修
学

旅
行（

中
3年

）
容

器
包

装
プ

ラ（
朝

8:0
0ま

で
に

）

9
土

10
日

休
日

急
患

診
療

日
は

こ
ち

ら
→

5/
13
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3 

野
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木

沢
記

念
病

院
 

☎
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-2
18

1
6/

10
 

田
原

医
院

 
☎

53
-5

58
8

5/
27

 
太

田
メ

デ
ィ

カ
ル

ク
リ

ニ
ッ

ク
 

☎
26

-2
22

0

川
辺

町
消

防
操

法
大

会
【

日
　

時
】5

月
27

日（
日

）午
前

8:0
0～

　
　【

会
　

場
】川

辺
中

学
校

グ
ラ

ウ
ンド

消
防

団
員

の
日

頃
の

練
習

成
果

を
披

露
し

ま
す

。
ぜ

ひ
、

団
員

の
応

援
に

お
越

し
くだ

さ
い

。
 

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

P
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c 
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s
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【
編
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川
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役
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企
画

ま
ち

づ
く

り
課

　
広

報
担

当
　

　
　

 〒
50

9-
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岐
阜

県
加

茂
郡

川
辺

町
中

川
辺

 1
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4

TE
L 
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X 
05

74
-5

3-
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w
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E

メ
ー

ル
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u@
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w
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ま
ち

の
カ

レ
ン

ダ
ー

 ５
月

・
６

月
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